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江
戸
の
書
肆
、
嵩
山
房
の
三
代
目
小
林
新
兵
衛
祐
之
が
出
版
し
た
『
唐
詩
選
国

字
解
』
は
、
服
部
南
郭
に
よ
る
『
唐
詩
選
』
の
講
義
を
林
元
圭
と
い
う
人
が
筆
録

し
た
も
の
と
宣
伝
さ
れ
て
い
る
。
嵩
山
房
が
享
保
九
年
以
来
、
徂
徠
学
派
の
勢
力

拡
大
の
波
に
乗
っ
て
手
広
く
売
り
さ
ば
い
て
い
た
和
刻
『
唐
詩
選
』
の
校
訂
者
、

南
郭
そ
の
人
の
解
説
書
と
言
う
の
だ
か
ら
、
こ
の
『
国
字
解
』
は
好
評
を
も
っ
て

世
に
迎
え
ら
れ
た
と
見
え
る
。
そ
の
こ
と
は
、
天
明
二
年
の
初
版
の
後
、
寛
政
三

年
の
再
版
、
文
化
十
年
の
三
版
、
明
治
十
五
年
の
四
版
と
、
明
治
に
い
た
る
ま
で

繰
り
返
し
本
書
が
改
版
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
端
的
に
う
か
が
い
知
ら
れ
よ

う
。
し
か
し
『
国
字
解
』
を
、
南
郭
の
講
義
を
筆
録
し
た
も
の
と
言
う
の
は
正
確

で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
今
日
の
研
究
で
は
、
南
郭
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
清
水
江

東
に
学
ん
で
、
南
郭
の
説
を
よ
く
敷
衍
し
た
宇
野
東
山
の
著
、『
唐
詩
選
諺
解
』（
明

和
二
年
と
明
和
四
年
の
奥
付
を
持
つ
二
種
の
版
あ
り
。
江
戸
潜
龍
堂
庭
川
庄
左
衛

門
刊（

１
））

と
『
唐
詩
国
字
弁
』（
明
和
三
～
七
年
、
京
都
文
林
軒
田
原
勘
兵
衛
刊
）
の

二
書
に
、
嵩
山
房
が
手
を
加
え
て
『
国
字
解
』
を
こ
し
ら
え
て
い
た
こ
と
が
、
様
々

な
観
点
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ち
な
み
に
『
国
字
解
』
は
、
明
治
の
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
早
稲
田
大
学
出
版

部
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
漢
籍
国
字
解
全
書
』
全
四
十
五
巻
の
一
冊
に
も
収
録
さ
れ

て
い
る
。
筆
者
も
学
生
時
分
、
こ
の
古
め
か
し
い
活
字
本
で
様
々
な
江
戸
人
に
よ

る
漢
籍
の
国
字
訳
に
接
し
た
が
、
い
ま
書
棚
か
ら
数
冊
を
取
り
出
し
て
み
る
と
、

か
つ
て
バ
ラ
で
買
い
集
め
て
い
た
た
め
に
、
背
の
書
名
を
金
文
字
で
入
れ
る
も
の

と
イ
ン
ク
で
印
刷
す
る
も
の
が
混
在
し
て
お
り
、『
国
字
解
』
が
収
ま
る
第
十
巻
に

は
昭
和
三
年
の
発
行
と
あ
る
。
こ
の
頃
ま
で
装
丁
を
変
え
な
が
ら
重
版
さ
れ
た
の

だ
ろ
う
か
。
し
て
見
れ
ば
、『
国
字
解
』
の
真
偽
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
か
ら
さ
し
た

る
時
間
は
経
っ
て
は
お
ら
ず
、
江
戸
時
代
か
ら
戦
前
に
至
る
ま
で
、
本
書
は
一
般

の
読
者
に
は
南
郭
の
名
と
と
も
に
親
し
ま
れ
続
け
て
い
た
と
も
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
○

近
代
以
降
の
こ
と
は
さ
て
お
く
と
し
て
、
こ
こ
で
ま
ず
考
え
て
お
き
た
い
の
は
、

本
書
の
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
の
初
版
か
ら
十
年
も
時
を
隔
て
な
い
寛
政
三
年

（
一
七
九
一
）
に
板
が
改
め
ら
れ
た
経
緯
で
あ
る
。
い
か
に
も
早
す
ぎ
る
こ
の
改
版

は
、
増
刷
に
よ
る
版
木
損
傷
の
た
め
で
は
な
く
、
初
版
の
板
が
完
成
ま
も
な
く
焼

失
し
て
し
ま
っ
た
た
め
の
処
置
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
寛
政
三
年
再
版
の
折
に
追
加

さ
れ
た
嵩
山
房
の
四
代
目
小
林
新
兵
衛
高
英
に
よ
る
「
唐
詩
選
国
字
解
序
」（
寛
政

三
年
四
月
撰
）
は
、
先
代
の
祐
之
が
林
元
圭
か
ら
南
郭
の
講
義
録
を
託
さ
れ
て
出

版
に
こ
ぎ
着
け
た
こ
と
か
ら
、
版
木
の
焼
失
、
自
身
の
代
で
版
木
を
新
調
す
る
ま

で
の
経
緯
を
ご
く
簡
潔
に
述
べ
て
い
る
。

…
　
先
人
、（
元
圭
か
ら
『
国
字
解
』
の
原
稿
を
）
受
け
て
焉こ

こ

に
蔵を
さ

め
、
天
明

壬
寅
の
歳
（
天
明
二
年
）、
県
官
に
請
ひ
て
梓
行
を
許
さ
る
る
を
蒙
る
。
因
り

て
玄

（
マ
マ
）圭
氏
の
名
づ
く
る
所
の
『
国
字
解
』
を
以
て
題
と
為
し
、
刻
既す
で

に
成
れ

り
。
幾
ば
く
も
無
く
し
て
罹
災
す
。
故
に
重
ね
て
之
を
刻
し
、
之
を
弘
む
る

所ゆ
ゑ
ん以

な
り
と
云
ふ
。（
原
、
漢
文
）

伝
服
部
南
郭
講
述
『
唐
詩
選
国
字
解
』
の

初
版
に
つ
い
て

大 

庭 

卓 

也

〈
研
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〉
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こ
う
し
た
不
慮
の
事
故
は
当
然
、
初
版
の
印
刷
部
数
を
著
し
く
減
ら
し
た
は
ず

で
、
そ
の
た
め
か
、
天
明
二
年
初
版
の
存
在
は
長
ら
く
研
究
者
の
間
で
し
っ
か
り

と
は
認
識
さ
れ
て
は
い
な
い
。
天
明
二
年
初
版
が
、
南
郭
以
下
服
部
家
歴
代
の
著

述
、
草
稿
、
旧
蔵
書
類
か
ら
な
る
早
稲
田
大
学
の
服
部
文
庫
の
な
か
に
存
在
す
る

こ
と
を
最
も
早
く
報
告
さ
れ
た
の
は
、
船
津
富
彦
氏
「
古
文
辞
派
の
影
響

―
近

世
日
本
の
唐
詩
選
ブ
ー
ム
を
追
っ
て
（
唐
詩
選
版
本
考
）
―
」（『
漢
文
教
室
』
第

七
十
六
号
、
昭
和
四
十
一
年
、
大
修
館
書
店
。
後
に
同
氏
著
『
明
清
文
学
論
』、
平

成
五
年
、
汲
古
書
院
に
再
録
）
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
日
野
龍
夫
氏
校
注
の
東

洋
文
庫
版
『
唐
詩
選
国
字
解
』（
昭
和
五
十
七
年
、
平
凡
社
）
で
は
そ
れ
が
踏
ま
え

ら
れ
ず
、
日
野
氏
は
、
初
版
の
現
物
が
確
認
で
き
な
い
点
、
ま
た
割
印
帳
に
も
そ

の
出
版
申
請
の
記
録
が
見
え
な
い
点
な
ど
か
ら
、
初
版
の
印
刷
と
売
り
出
し
は
実

際
に
は
行
わ
れ
ず
、
寛
政
三
年
の
再
版
が
実
質
的
な
初
版
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
（
同

書
「
解
説
」）、
寛
政
三
年
版
を
底
本
に
採
用
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
数
年
後
に
ま

と
め
ら
れ
た
、
山
岸
共
氏
著
『
江
戸
時
代
刊
行
唐
詩
選
関
係
書
提
要

―
江
戸
時

代
と
唐
詩
選

―
（
補
訂
稿
）』（
昭
和
六
十
一
年
、
私
家
版
）
で
は
、
所
蔵
先
の

明
記
は
な
い
も
の
の
、
お
そ
ら
く
服
部
文
庫
本
を
指
す
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
書
き

方
で（

（
（

天
明
二
年
初
版
の
存
在
が
再
び
指
摘
さ
れ
た
の
だ
が
、
村
上
哲
見
氏
著
『
漢

詩
と
日
本
人
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
33
、
平
成
六
年
、
講
談
社
）
で
も
、
や
は
り

服
部
文
庫
の
初
版
は
視
野
に
入
れ
て
お
ら
れ
な
い
（
第
四
章
「『
唐
詩
選
』
の
話
」）。

か
く
研
究
者
間
で
情
報
が
う
ま
く
共
有
さ
れ
な
い
状
況
が
う
ち
続
く
な
か
、
服

部
文
庫
の
初
版
を
真
正
面
か
ら
取
り
上
げ
、
そ
の
本
文
の
特
徴
を
詳
し
く
検
討
し

た
、
有
木
大
輔
氏
「
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
天
明
二
年
初
版
『
唐
詩
選
国
字
解
』

校
勘
記
」（『
中
国
文
学
論
集
』
第
三
十
八
号
、
平
成
二
十
一
年
。
後
に
同
氏
著
『
唐

詩
選
版
本
研
究
』、
平
成
二
十
五
年
、
好
文
出
版
に
再
録
）
が
発
表
さ
れ
る
に
い

た
っ
て
、『
国
字
解
』
初
版
が
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
よ
う
や
く
学
界
に
周
知

さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
思
え
ば
、
服
部
家
の
資
料
群
が
早
稲
田
大
学
へ
寄
贈
さ
れ

た
の
は
昭
和
二
十
年
、
そ
の
細
目
で
あ
る
『
服
部
文
庫
目
録
』（
早
稲
田
大
学
図
書

館
文
庫
目
録
第
八
輯
）
は
昭
和
五
十
九
年
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
船
津

氏
、
山
岸
氏
の
ほ
か
に
も
、
早
く
に
天
明
二
年
初
版
を
手
に
し
た
人
々
は
相
応
に

あ
っ
た
か
と
想
像
す
る
が
、
ひ
と
つ
の
書
物
が
充
分
に
認
知
さ
れ
る
ま
で
に
は
、

こ
れ
ぐ
ら
い
の
時
間
を
必
要
と
す
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
○

と
も
か
く
こ
れ
で
、
右
に
引
用
し
た
嵩
山
房
小
林
高
英
の
言
葉
が
、
あ
る
程
度

そ
の
ま
ま
に
た
ど
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
う
ひ
と
つ
、
服
部
家
に
初
版
の
『
国

字
解
』
が
伝
来
す
る
こ
と
が
意
味
す
る
の
は
、
本
書
の
出
版
が
服
部
家
の
了
解
の

も
と
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
各
地
の
図
書
館
あ

る
い
は
市
場
で
見
か
け
る
寛
政
三
年
再
版
以
降
の
『
国
字
解
』
は
半
紙
本

0

0

0

四
冊
の

体
裁
な
の
だ
が
、
有
木
氏
も
注
視
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
服
部
家
伝
来
の
初
版
の

『
国
字
解
』
は
、
天
地
と
ノ
ド
に
余
白
を
持
た
せ
な
が
ら
美
濃
判
紙
に
印
刷
し
た
大0

本0

四
冊
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
点
が
、
そ
の
間
の
事
情
を
示
唆
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

現
代
で
も
、
一
つ
の
書
籍
に
、
普
及
版
と
は
別
に
印
刷
や
装
丁
に
意
を
凝
ら
し

た
、
特
装
版
あ
る
い
は
豪
華
版
、
愛
蔵
版
と
か
呼
ぶ
も
の
を
売
り
出
す
こ
と
が
あ

る
が
、
ち
ょ
う
ど
半
紙
本
の
『
国
字
解
』
は
普
及
版
、
服
部
文
庫
に
あ
る
初
版
、

す
な
わ
ち
大
本
の
『
国
字
解
』
は
特
装
版
に
相
当
す
る
。
嵩
山
房
が
こ
う
し
た
特

装
版
を
、
客
の
注
文
に
応
じ
て
し
ば
し
ば
作
っ
て
い
た
こ
と
は
、
拙
編
『
江
戸
人
、

唐
詩
選
に
遊
ぶ
』
久
留
米
大
学
文
学
部
創
立
二
十
五
周
年
記
念
特
別
企
画
御
井
図

書
館
貴
重
資
料
展
図
録
、
平
成
二
十
九
年
、
久
留
米
大
学
文
学
部
）
に
お
い
て
指

摘
し
た
と
こ
ろ
で
、
同
書
三
十
頁
に
掲
載
し
た
参
考
図
版
５
、
南
郭
校
訂
『
唐
詩

選
』
の
一
版
式
で
あ
る
無
点
本
の
特
装
版
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
図
録
は
、『
唐
詩
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図
一
　
南
郭
校
訂
『
唐
詩
選
』
無
点
本
特
装
版
（
寛
保
三
年
刊
、
半
紙
本
七
巻
二
冊
）

＊
以
下
、
図
版
に
使
用
し
た
書
物
は
、
す
べ
て
架
蔵
本
に
よ
る
。
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図
二
　
南
郭
校
訂
『
唐
詩
選
』
小
字
素
読
本
特
装
版
（
宝
暦
三
年
刊
、
半
紙
本
七
巻
一
冊
）
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選
』
受
容
史
研
究
の
た
め
の
図
版
資
料
集
と
も
な
れ
ば
と
、
や
や
気
負
っ
て
関
連

資
料
の
写
真
を
網
羅
し
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
公
刊
後
、
こ
れ
は
是
非
と
も
掲
載

し
て
お
き
た
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、
一
つ
二
つ
と
現
れ
て
く
る
。
南
郭
校

訂
『
唐
詩
選
』
の
も
う
一
つ
の
版
式
で
あ
る
小
字
素
読
本
の
特
装
版
な
ど
も
そ
の

一
つ
で
、
報
告
済
み
の
無
点
本
特
装
版
と
と
も
に
こ
こ
に
掲
出
し
て
、
図
録
の
補

訂
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
（
図
一
・
二
参
照
）。
両
版
式
と
も
に
、
普
通
は
小
本
体
裁

で
あ
る
と
こ
ろ
を
半
紙
本
に
作
っ
て
、
大
き
く
で
き
た
余
白
に
は
語
注
な
ど
の
メ

モ
を
ふ
ん
だ
ん
に
書
き
入
れ
ら
れ
る
。
こ
れ
が
特
装
た
る
所
以
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
嵩
山
房
の
広
告
類
に
「
唐
詩
選
薄
用
（
薄
様
）
摺
」
な
ど
と
商
品

と
し
て
明
記
さ
れ
る
、
薄
手
の
雁
皮
紙
に
印
刷
し
た
も
の
も
特
装
版
の
一
種
と
考

え
て
よ
ろ
し
か
ろ
う
。
こ
れ
は
書
型
を
大
き
く
し
て
豪
華
に
す
る
の
で
は
な
く
、

楮
紙
に
印
刷
し
た
普
通
の
も
の
に
比
べ
て
、
唐
本
に
近
い
光
沢
が
あ
る
紙
肌
と
、

本
の
厚
さ
が
三
分
の
一
ほ
ど
薄
く
な
る
た
め
に
特
装
と
言
う
。
ま
た
筆
者
の
経
験

か
ら
し
て
も
、
雁
皮
紙
は
楮
紙
よ
り
も
虫
害
を
受
け
に
く
く
、
長
年
の
保
管
に
よ

く
耐
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
な
ど
も
特
装
の
理
由
と
な
ろ
う
か
。
所
見
の

範
囲
で
は
、
こ
の
手
の
も
の
は
小
本
の
小
字
素
読
本
に
限
ら
れ
て
い
る
が（

（
（

、
拙
編

の
図
録
、
三
十
頁
、
参
考
図
版
４
と
し
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
久
留
米
藩

主
有
馬
家
旧
蔵
（
久
留
米
市
立
中
央
図
書
館
蔵
有
馬
家
文
書
の
う
ち
）
の
享
保
九

年
版
小
字
素
読
本
の
薄
様
刷
り
は
、
普
通
の
小
本
（
縦
十
四
・
五
糎
、
横
十
糎
前

後
）
よ
り
心
持
ち
大
き
な
縦
長
の
本
（
縦
十
六
・
五
糎
、
横
十
・
七
糎
）。
大
名
家

の
注
文
を
意
識
し
て
の
書
型
な
の
で
あ
ろ
う
。

か
く
嵩
山
房
が
作
っ
て
い
た
特
装
版
は
様
々
だ
が
、
以
上
は
言
っ
て
み
れ
ば
商

品
と
し
て
の
特
装
版
で
あ
り
、
服
部
家
に
伝
来
す
る
天
明
二
年
初
版
『
国
字
解
』

の
特
装
版
と
同
一
視
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
服
部
文
庫
に
は
、
他
に
も
半
紙
本

の
『
唐
詩
品
彙
』（
享
保
十
八
年
刊
、
普
通
は
小
本
体
裁
）
や
、
大
本
の
寛
政
四
年

版
大
字
素
読
本
『
唐
詩
選
』（
普
通
は
半
紙
本
体
裁
、
拙
編
図
録
三
十
一
頁
、
参
考

図
版
６
）
な
ど
、
南
郭
が
嵩
山
房
か
ら
出
版
し
た
校
刊
書
の
特
装
版
で
、
普
通
よ

り
大
き
な
書
型
に
作
っ
た
も
の
も
揃
っ
て
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
嵩
山
房
が

南
郭
本
人
に
、
彼
の
没
後
に
は
服
部
家
に
、
出
版
の
報
告
か
た
が
た
納
入
し
た
、

特
別
仕
様
の
い
わ
ゆ
る
贈
呈
本
、
献
上
本
の
類
な
の
で
あ
ろ
う
。『
国
字
解
』
初
版

の
特
装
版
も
こ
う
し
た
例
に
ほ
か
な
ら
ず
、
こ
の
こ
と
は
、
宇
野
東
山
の
国
字
訳

書
が
南
郭
の
講
述
と
し
て
出
版
し
て
も
差
し
支
え
な
い
内
容
で
あ
る
点
、
言
い
換

え
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
東
山
の
『
唐
詩
選
諺
解
』
や
『
唐
詩
国
字
弁
』
が
南
郭
の
説

を
よ
く
継
承
し
て
い
る
点
を
、
服
部
家

―
天
明
二
年
頃
の
当
主
は
三
代
目
服
部

仲
山
（
元
文
元
年
―
文
化
五
年
）
―
が
了
解
し
て
い
た
と
い
う
証
と
な
る
。
日

野
龍
夫
氏
は
、
同
じ
く
服
部
文
庫
に
存
す
る
、
南
郭
晩
年
の
講
義
を
筆
録
し
た
『
芙

渠
館
提
耳
』
写
本
三
冊
中
に
書
き
留
め
ら
れ
る
、
王
維
の
五
言
絶
句
「
班
婕
妤
」

（『
唐
詩
選
』
巻
六
）
に
関
す
る
説
が
、
そ
の
ま
ま
『
国
字
解
』
に
も
見
ら
れ
る
例

を
示
し
、『
国
字
解
』
に
は
南
郭
の
講
釈
に
忠
実
な
部
分
も
あ
る
こ
と
を
証
明
さ
れ

た
が
（
前
掲
日
野
氏
校
注
東
洋
文
庫
版
の
「
解
説
」）、
服
部
仲
山
の
了
解
を
得
て

い
た
と
な
れ
ば
、
そ
の
ほ
か
の
多
く
の
部
分
に
お
い
て
も
、
南
郭
の
解
釈
、
あ
る

い
は
い
か
に
も
南
郭
ら
し
い
解
釈
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
の
で

あ
ろ
う
。

　
　
　
　
○

服
部
文
庫
に
天
明
二
年
初
版
の
『
国
字
解
』
が
存
在
す
る
意
義
は
以
上
の
よ
う

に
考
え
る
と
し
て
、
最
後
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
半
紙
本
体
裁
の
『
国
字

解
』
初
版
に
つ
い
て
で
あ
る
。
初
版
を
最
も
詳
細
に
検
討
さ
れ
た
有
木
氏
は
、『
国

字
解
』
初
版
は
服
部
文
庫
に
あ
る
こ
の
特
装
の
一
本
の
み
で
ほ
か
に
見
出
せ
な
い

こ
と
か
ら
、
初
版
は
販
売
す
る
に
は
至
ら
ず
、
服
部
文
庫
の
特
装
版
は
「
先
ず
見

本
と
し
て
服
部
家
に
寄
贈
さ
れ
た
」
も
の
、
あ
る
い
は
「
出
版
前
の
校
正
版
」
で
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図
三
　
天
明
二
年
初
版
『
唐
詩
選
国
字
解
』
甲
本
（
半
紙
本
一
巻
一
冊
存
〈
巻
七
〉）

表紙巻頭

奥付



63 大庭：伝服部南郭講述『唐詩選国字解』の初版について

図
四
　
天
明
二
年
初
版
『
唐
詩
選
国
字
解
』
乙
本
（
半
紙
本
四
巻
二
冊
存
〈
巻
一
～
四
〉）見返

巻三巻頭
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は
な
い
か
と
推
測
し
て
お
ら
れ
る
。
筆
者
も
先
述
の
図
録
を
編
ん
だ
際
に
は
、『
国

字
解
』
初
版
の
唯
一
の
伝
本
と
し
て
服
部
文
庫
の
特
装
版
の
写
真
数
葉
を
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
（
三
十
三
頁
、
参
考
図
版
10
―
1
～
3
）、
版
木
彫
刻
が
完
成
し

て
も
す
ぐ
灰
と
な
り
、
日
野
龍
夫
氏
以
来
、
研
究
者
か
ら
は
そ
の
存
在
や
売
り
広

め
を
疑
問
視
さ
れ
続
け
る
と
い
う
、
初
版
の
不
幸
な
境
遇
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ

な
か
っ
た
。

筆
者
は
か
ね
が
ね
、
嵩
山
房
の
『
唐
詩
選
』
関
連
書
に
つ
い
て
、
版
木
の
磨
滅

が
ど
の
く
ら
い
進
め
ば
改
版
さ
れ
る
の
か
を
考
え
る
た
め
に
、
刷
り
の
状
態
が
違

え
ば
同
じ
本
で
も
重
ね
て
集
め
続
け
て
い
る
。『
国
字
解
』
も
、
諸
版
と
り
ま
ぜ
て

そ
れ
な
り
の
数
が
手
許
に
た
ま
っ
て
き
た
が
、
図
録
の
編
集
後
、
半
紙
本
に
製
し

た
初
版
の
『
国
字
解
』
を
見
出
す
機
会
が
二
度
あ
っ
た
。
両
本
と
も
に
寸
法
は
、

縦
二
十
二
・
五
糎
、
横
十
五
・
八
糎
前
後
の
普
通
の
書
型
。
す
な
わ
ち
初
版
は
、

服
部
家
に
特
装
版
を
納
入
し
て
か
ら
版
木
が
焼
失
す
る
ま
で
の
間
、
わ
ず
か
な
が

ら
で
も
売
り
広
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
所
見
の
二
本
の
う
ち
、（
甲
）

は
大
尾
と
な
る
巻
七
、
七
言
絶
句
の
講
釈
が
収
ま
る
第
四
冊
の
み
の
端
本
（
図
三

参
照
）。
幸
い
、
題
簽
も
奥
付
も
残
る
。
内
題
下
の
編
著
者
名
の
李
攀
龍
、
南
郭
、

林
元
圭
を
三
行
分
に
記
し
、
元
圭
の
名
の
下
に
「
閲
」
字
を
付
け
る
の
も
初
版
の

特
徴
で
、
寛
政
三
年
再
版
以
降
の
重
刻
本
は
、
み
な
二
行
分
の
幅
に
李
攀
龍
の
名

を
頭
に
出
し
て
、
下
に
南
郭
と
元
圭
を
割
り
書
き
に
し
、
元
圭
の
名
に
は
「
録
」

字
を
付
け
る
。
も
う
一
方
の
（
乙
）
は
、
巻
一
・
二
、
五
七
言
古
詩
の
講
釈
を
収

め
る
第
一
冊
と
、
巻
三
・
四
、
五
言
律
詩
と
五
言
排
律
の
講
釈
を
収
め
る
第
二
冊

の
端
本
で
（
図
四
参
照
）、
天
明
二
年
と
い
う
刊
年
は
ど
こ
に
も
な
い
が
、
巻
頭
に

寛
政
三
年
再
版
か
ら
加
え
ら
れ
る
嵩
山
房
小
林
高
英
の
序
が
な
く
、
先
述
の
よ
う

な
内
題
下
編
著
者
名
の
記
載
方
式
、
ま
た
漢
字
片
仮
名
に
よ
る
国
字
訳
の
部
分
が

少
し
間
延
び
し
た
よ
う
な
、
い
か
に
も
近
世
中
期
を
思
わ
せ
る
大
ら
か
な
字
配
り

で
あ
る
点
か
ら
、
初
版
で
あ
る
と
知
ら
れ
た
。
こ
ち
ら
は
両
冊
と
も
題
簽
は
失
わ

れ
て
お
り
、
第
一
冊
の
み
辛
う
じ
て
「
唐
詩
選
国
」
ま
で
の
文
字
の
部
分
だ
け
が
、

う
っ
す
ら
表
紙
に
剥
げ
残
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
○

明
治
に
い
た
る
ま
で
四
版
を
重
ね
た
『
国
字
解
』
は
、
現
在
ど
こ
に
で
も
転
が
っ

て
い
る
本
で
あ
る
。
ぞ
ん
ざ
い
に
扱
わ
れ
不
揃
い
に
な
っ
た
も
の
も
多
い
。
高
英

の
序
の
有
無
や
奥
付
な
ど
、
一
見
し
て
知
ら
れ
る
要
素
を
欠
く
場
合
に
は
、
た
と

え
そ
れ
が
初
版
で
あ
っ
て
も
見
逃
さ
れ
や
す
い
で
あ
ろ
う
。
筆
者
程
度
の
心
が
け

で
二
本
も
目
に
入
る
の
な
ら
ば
、
初
版
の
『
国
字
解
』
は
全
国
に
そ
れ
な
り
の
数

が
残
さ
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
、
あ
る
い
は
早
く
に
気
付
い
て
い
る
人
も
あ
る

の
か
も
知
れ
な
い
。
以
上
の
指
摘
も
、
や
は
り
、
書
物
が
長
い
時
間
を
か
け
て
認

知
さ
れ
る
一
例
で
あ
ろ
う
か
。
識
者
の
御
教
示
を
乞
う
。

注（
1
）	

『
唐
詩
選
諺
解
』
三
巻
三
冊
に
つ
い
て
は
、
宇
野
東
山
と
い
う
著
者
名
を
記
さ
な
い
明

和
四
年
五
月
の
奥
付
を
も
つ
版
の
み
が
言
及
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
よ
り
二
年
さ
か
の
ぼ

る
明
和
二
年
五
月
の
奥
付
を
も
つ
版
も
存
し
て
い
る
。
奥
付
の
記
載
は
左
の
と
お
り
。

	
	
	

東
都
　
野
友
直
箸
（
マ
マ
）

	
	
	
	

唐
詩
解
選
　
半
紙
摺
二
冊

	
	
	
	

同
　
小
本
　
　
　
　
一
冊

	
	
	
	

同
　
薄
用
摺
　
　
　
一
冊

	
	
	

明
和
二
乙
酉
年
五
月
　
唐
詩
選
諺
解

	
	
	

江
戸
書
肆
潜
龍
堂
　
湯
島
天
神
下
同
朋
町
　
庭
川
庄
左
衛
門
板
行

	
	

既
知
の
明
和
四
年
版
『
諺
解
』
と
、
後
述
す
る
『
唐
詩
国
字
弁
』（
明
和
三
～
七
年
刊
）

は
、
と
も
に
著
者
名
を
伏
せ
て
あ
る
た
め
に
、
従
来
、
こ
れ
ら
が
宇
野
東
山
の
著
な
の
か

ど
う
か
が
と
か
く
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
明
和
二
年
版
『
諺
解
』
の
奥
付
に
は
著
者
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名
が
明
記
さ
れ
る
点
が
注
視
さ
れ
る
。
た
だ
、「
野
」
は
宇
野
の
修
姓
と
見
る
と
し
て
も
、

筆
者
は
東
山
の
名
に
「
友
直
」
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
彼
が
出
版
し
た
著
述
類
を
い

く
つ
か
検
し
て
み
て
も
、
み
な
「
宇
成
之
」
と
署
名
し
て
い
る
。
こ
の
「
野
友
直
」
は
若

い
頃
に
用
い
た
名
あ
る
い
は
署
名
だ
ろ
う
か
。
ま
た
明
和
二
年
版
『
諺
解
』
は
、
明
和
四

年
版
『
諺
解
』
と
本
文
は
同
版
だ
が
、
内
題
と
尾
題
に
異
同
が
認
め
ら
れ
、
明
和
二
年
版

は
内
題
、
尾
題
と
も
お
お
む
ね
「
唐
詩
諺
解
」
に
統
一
す
る
の
に
対
し
（
数
ケ
所
、
題
を

欠
く
と
こ
ろ
あ
り
）、
明
和
四
年
版
は
三
冊
の
う
ち
第
二
冊
の
み
、
内
題
は
「
唐
詩
選
弁

書
」
と
な
り
、
尾
題
に
は
収
録
の
詩
体
名
を
当
て
て
い
る
。
不
審
に
思
わ
れ
る
の
は
、
そ

う
し
た
尾
題
の
一
つ
、

	
	
	

五
言
律
詩
弁
書
　
終

	

は
、
明
和
二
年
版
で
は
明
ら
か
に
傍
線
を
付
し
た
箇
所
を
削
っ
て
「
終
」
の
字
だ
け
残
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
、
刊
行
年
時
の
前
後
と
版
木
修
正
の
順
が
合
わ
な
い
点
で
あ
る
。
右

は
顕
著
な
例
で
、
他
に
も
そ
う
思
わ
せ
る
例
は
い
く
つ
か
見
出
せ
る
。
か
れ
こ
れ
考
え
る

と
、
明
和
二
年
と
い
う
奥
付
を
信
頼
し
て
よ
い
の
か
と
さ
え
思
わ
れ
て
く
る
が
、
い
ま
は

疑
問
の
ま
ま
を
記
し
、『
唐
詩
国
字
弁
』
と
の
関
係
な
ど
も
合
わ
せ
て
別
稿
を
期
し
た
い
。

（
2
）	

後
述
の
と
お
り
、
服
部
文
庫
の
天
明
二
年
初
版
の
最
大
の
特
徴
は
大
本
体
裁
を
と
っ

て
い
る
こ
と
だ
が
、
山
岸
氏
は
「
○
唐
詩
選
国
字
解
　
七
巻
　
天
明
２
年
初
版
　
小
林
新

兵
衛
　
大
４
冊
（
再
刻
以
後
は
半
紙
本
）」
と
記
し
て
お
ら
れ
る
。

（
3
）	

架
蔵
の
享
保
九
年
版
小
字
素
読
本
、
後
述
す
る
久
留
米
市
立
中
央
図
書
館
の
有
馬
家

文
書
中
に
あ
る
、
同
じ
く
享
保
九
年
版
小
字
素
読
本
。
ま
た
真
島
望
氏
は
、
明
和
六
年
版

小
字
素
読
本
の
薄
様
刷
り
を
御
所
持
の
由
、
御
教
示
下
さ
っ
た
。




